
社会はまるごと学校――
すべての大人が先生です

清家篤氏、乙武洋匡氏、あさのあつこ氏
創刊インタビュー「顧問に聞く：ネットワークに期待するもの」

どんな組織？ コンセプトと４つの活動

創設記念イベント／参加募集
立命館小学校、市川中学校・高等学校学校発 「２つのチャレンジ」
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ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
就
労

人
口
の
減
少
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

働
く
人
た
ち
の
数
が
減
る
の
で
す

か
ら
、
一
人
一
人
の
能
力
を
さ
ら
に

高
め
な
け
れ
ば
、
経
済
活
動
の
水
準

は
維
持
で
き
ま
せ
ん
し
、
社
会
保
障

制
度
な
ど
社
会
制
度
を
支
え
る
こ
と

も
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
き
な
変
化
の
時
代
に
自
分
の
頭
で

も
の
ご
と
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る

力
、
国
際
化
の
時
代
に
異
な
る
文
化

的
背
景
を
持
っ
た
人
た
ち
と
仕
事
を

す
る
こ
と
の
で
き
る
力
な
ど
、
よ
り

　

日
本
で
教
育
は
い
つ
の
時
代
に
も

も
っ
と
も
大
切
な
も
の
で
し
た
。
そ

し
て
そ
の
重
要
性
は
今
日
ま
す
ま
す

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
が
い
ま
、
世
界
に
類
を
見

な
い
高
齢
化
を
経
験
し
つ
つ
あ
る
か

ら
で
す
。

　

日
本
で
は
す
で
に
人
口
の
4
分
の

1
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
い
う
世

界
ト
ッ
プ
の
高
齢
人
口
比
率
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
20
年
後
に
は
人
口

の
3
分
の
1
に
ま
で
上
昇
し
ま
す
。

少
子
化
対
策
は
強
力
に
進
め
な
け
れ

高
度
な
仕
事
能
力
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
考
え
る
力
や
異
文
化
を
受
容
す
る

力
の
基
盤
は
、
大
学
に
お
い
て
し
っ

か
り
と
学
問
を
修
め
る
こ
と
で
身
に

付
け
ら
れ
ま
す
。

　

同
時
に
、
企
業
で
の
能
力
開
発
も

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

時
々
で
求
め
ら
れ
る
仕
事
能
力
は
、

仕
事
を
す
る
上
で
必
要
な
技
術
や
市

場
の
構
造
等
に
よ
っ
て
変
化
し

ま
す
か
ら
、
日
進
月
歩
の
技
術

や
市
場
の
変
化
に
対
応
し
て
、

仕
事
能
力
も
向
上
さ
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
従
業
員
を
手
塩
に

か
け
て
育
て
る
こ
と
で
、
企
業

は
大
き
な
変
化
と
国
際
化
の
時

代
に
競
争
力
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　

大
学
や
企
業
で
の
能
力
形
成

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
基
礎
は
、
高

等
学
校
ま
で
の
段
階
で
身
に
付
け
ら

れ
ま
す
。

　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
の
こ

ろ
か
ら
、
大
学
や
企
業
で
能
力
を
高

め
る
た
め
に
ど
ん
な
基
礎
学
力
が
必

要
な
の
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
将
来
の
自
分
の
姿
を

想
像
す
る
た
め
に
は
、
大
学
や
企
業

に
お
い
て
お
手
本
と
な
る
人
た
ち
に

接
す
る
こ
と
も
有
益
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に

夢
を
描
く
こ
と
が
、
勉
強
の
大
き
な

動
機
付
け
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
今
秋
創
設
さ

れ
る
教
育
貢
献
事
業
「
読
売
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
と

企
業
、
団
体
、
大
学
を
、
会
報
と
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
展
開
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
出
前
授
業

や
教
育
に
関
わ
る
先
駆
的
な
試
み
、

魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
学
校
と

共
有
す
る
試
み
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
充
実
す
れ
ば
、
ど
こ
の
企
業
や

大
学
が
、
子
ど
も
た
ち
に
役
立
つ
ど

の
よ
う
な
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
持
っ

て
い
る
の
か
が
分
か
り
ま
す
。
多
様

な
情
報
は
新
聞
社
の
編
集
力
で
整
理

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
が
上
手

に
活
用
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
実

社
会
に
触
れ
る
機
会
は
増
え
、
知
的

好
奇
心
を
高
め
、
夢
を
育
む
助
け
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
子

ど
も
た
ち
と
の
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
の
生
徒
た
ち
は
言
葉
の
力
が
衰
え
て

き
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
は
そ
う
思
い

ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
私
が
出
会
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
自
分
を
表
現
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
思

春
期
の
生
徒
た
ち
は
、「
自
分
を
理
解
し
て

ほ
し
い
」「
自
分
が
何
者
な
の
か
自
分
で
理

解
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
、
生
々

し
い
。
手
段
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

文
章
は
鉛
筆
と
紙
が
あ
れ
ば
書
け
る
の
で
、

身
近
で
す
。
私
は
年
に
1
、
2
度
、
高
校

で
文
章
表
現
を
教
え
て
い
ま
す
。
物
語
づ

く
り
を
通
じ
て
、
人
に
興
味
を
持
ち
、「
見

て
、
書
く
」
力
を
つ
け
る
お
手
伝
い
を
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

日
本
で
は
書
く
技
術
の
教
育
は
充
実
し

て
い
ま
す
が
、
己
の
言
葉
を
獲
得
し
、
表

現
す
る
た
め
の
教
育
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で

す
。
理
想
を
言
え
ば
少
人
数
授
業
で
、
表

現
す
る
喜
び
を
実
感
で
き
る
時
間
を
早
く

か
ら
設
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
を
通
し
た
地
域
活
性
化
の
面
か
ら

も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
期
待
し
ま
す
。

　

地
方
の
人
口
流
出
は
、
教
育
も
一
因
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
全
国
一
律
の
教
育
で
は
、

地
方
の
若
者
た
ち
は
自
分
の
居
場
所
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
故
郷
へ
の
誇

り
が
薄
れ
、
自
信
喪
失
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
は
通
信
手
段
が
発
達
し
、
数
十
年
前

に
比
べ
、
中
央
と
地
方
の
情
報
格
差
は
縮

ま
っ
た
の
で
、
遠
隔
授
業
や
地
方
か
ら
の

情
報
発
信
に
活
用
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

各
企
業
や
大
学
は
そ
の
道
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
で
す
。
化
粧
品
や
薬
の
製
造
過
程
や
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
新
聞
社
の
内
部
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
縁
遠
か
っ
た
世
界
に
触
れ

れ
ば
、
彼
ら
に
大
き
な
刺
激
に
な
り
ま
す

し
、
将
来
へ
の
可
能
性
を
広
げ
ま
す
。

　

私
は
教
育
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で

少
々
荷
が
重
い
気
も
し
ま
し
た
が
、
地
方

に
と
っ
て
可
能
性
を
広
げ
る
と
信
じ
、
顧

問
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
子
ど
も
た
ち
の

双
方
向
の
情
報
交
換
が
大
切
で
す
ね
。
ち

ょ
う
ど
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
す
る
野
球
の
バ

ッ
テ
リ
ー
の
よ
う
に
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発

の
情
報
を
子
ど
も
た
ち
が
受
け
取
り
、
反

応
が
返
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
受
け
止
め
、

考
え
、
い
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
け
る
。

そ
ん
な
組
織
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

子どもたちの学びを企業や団体、大学とともに支援するために、読売新聞社はこの秋、「読売教育ネット
ワーク」を創設します。ユニークな出前授業や各種プログラム、教育に関する先駆的な試みなどの情報を、
会報とウェブサイト、イベントを通じて小中高校と共有するのが目的です。ネットワークの運営について
は、清家篤氏（日本私立大学団体連合会会長）、乙武洋匡氏（東京都教育委員）、あさのあつこ氏（作家）、
新浪剛史氏（ローソン会長）、吉田晋氏（日本私立中学高等学校連合会会長）の５人の顧問から助言を受け
ます。学校と社会をより緊密につなぐ試みについて、清家、乙武、あさのの３氏に聞きました。

　

教
育
現
場
は
、
多
く
の
も
の
を
背
負
わ

さ
れ
、
コ
ッ
プ
の
水
が
あ
ふ
れ
か
け
て
い

る
よ
う
な
状
況
で
す
。

　

僕
は
、
2
0
0
7
年
か
ら
3
年
間
、
東

京
都
杉
並
区
の
小
学
校
で
3
、
4
年
生
の

担
任
を
務
め
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は
東
京

都
の
教
育
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の

10
年
を
振
り
返
る
と
、
環
境
教
育
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
英
語
教
育
、
I
T
教
育
な
ど
、

課
題
が
次
々
と
現
場
に
降
っ
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
現
場
に
は
全
部
こ
な

せ
る
ほ
ど
の
予
算
や
人
員
の
補
充
は
あ
り

ま
せ
ん
。
僕
は
地
域
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
必
要
だ
と
、
ず
っ
と
発
信
し
て
き
た

の
で
、
読
売
新
聞
が
、
大
学
や
企
業
・
団

体
、
教
育
現
場
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ

と
い
う
試
み
を
聞
き
、
心
強
く
、
す
ご
く

あ
り
が
た
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
学
外
の

力
を
借
り
る
こ
と
で
、
教
育
現
場
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
を
広
げ
る
こ
と
が
、
今
、
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
中
学
の
体
育
で
ダ
ン
ス
が
必

修
に
な
り
ま
し
た
。
50
代
の
ベ
テ
ラ
ン
教

諭
が
、
今
か
ら
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を
覚
え
て

教
え
る
の
は
、
本
当
に
大
変
で
す
。
ダ
ン

ス
の
指
導
者
と
学
校
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
な
が
れ
ば
、
先
生
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
、

子
供
た
ち
も
経
験
豊
富
な
指
導
者
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
画
一
的
な
学
習
環
境
で
は
う
ま

く
学
べ
な
い
少
数
派
の
子
供
も
い
ま
す
。

例
え
ば
、
文
字
を
読
ん
だ
り
、
聞
い
た
り

し
て
理
解
す
る
の
が
苦
手
な
学
習
障
害
だ

っ
た
り
、
外
国
籍
や
帰
国
子
女
で
日
本
語

が
得
意
で
な
か
っ
た
り
す
る
子
供
た
ち
。

そ
こ
に
、
I
T
企
業
が
読
み
上
げ
機
能
の

あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
貸
し
出
し
た

り
、
語
学
が
堪
能
な
大
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
入
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い
う
使
い

方
も
出
来
れ
ば
、
有
り
難
い
で
す
ね
。

　

た
だ
、
学
外
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
抵

抗
を
感
じ
る
先
生
も
い
ま
す
。
ま
た
、
教

育
現
場
を
宣
伝
な
ど
に
利
用
し
よ
う
と
考

え
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
、
信

頼
関
係
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
学
校
の
外
に
、

子
供
や
保
護
者
、
地
域
の
人
を
巻
き
込
む

催
し
や
試
み
の
場
を
設
け
、
先
生
た
ち
が

気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
互
い
の
信
頼

を
育
て
、
授
業
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
先
生

に
実
感
し
て
も
ら
い
、
ジ
ワ
ジ
ワ
、
利
用

活
動
を
広
げ
て
い
く
。
遠
回
り
に
見
え
て

こ
れ
が
一
番
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

顧問インタビュー

乙武洋匡氏
（おとたけ・ひろただ）
1976年生まれ。早稲田
大学在学中に著した「五
体不満足」がベストセラ
ーに。スポーツライター
としても活躍。公立小教
諭を務めた後、昨年から
東京都教育委員。都内で
保育園の運営にも携わる。

あさのあつこ氏
1954年岡山県生まれ。小学
校の講師などを経て作家デビ
ュー。10年がかりで完結した

「バッテリー」が、野間児童文
芸賞などを受賞し、映画化、
テレビドラマ化された。「ラン
ナー」「NO.6」など著書多数。
岡山県在住。

清家篤氏
（せいけ・あつし）1954年
生まれ。慶應義塾大学経済
学部卒業。専門は労働経済
学。商学部長などを経て、
09年から慶應義塾長。政
府の社会保障制度改革国民
会議会長として、社会保障
制度の持続可能性を高める
方向性を打ち出した。

変
化
と
国
際
化
の
時
代
　

乗
り
切
る
力
を

地方発の元気に期待

学
校
と
社
会
つ
な
ぐ
　
未
来
へ
の
懸
け
橋

外からの応援　大歓迎
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読売教育ネットワークの仕組み

交流

普段の授業では得られない
「現場」の経験や知識を学べる

小中高校

出前授業
各分野のスペシャリ
ストが企業から講師
として出向きます

出前授業
各分野のスペシャリ
ストが大学から講師
として出向きます

多様な「知」を共有・発信

読売教育
ネットワーク

大学
様々な分野で独自の研究を展開

企業・団体
企業ならではのノウハウや技術

「読売教育ネットワーク」は、会報、ウェブサイト上で、
企業・団体、大学、小中高校間が相互に情報を発信するプラットホームになります。
また、専門家らを招いたシンポジウムや勉強会では、教育界の旬なテーマについて学び、
さらに相互の交流をサポートします。

読売新聞社が
コーディネート

各界のトップランナーを招きます。2014年10
月11日には、子どもたちを招いた創立記念イ
ベント「学び発見フォーラム」を開催します。

イベント

学校・大学・企業をつなぐネットワ ーク

企業・団体、大学、小中高等学校それぞれのユ
ニークな取り組みなど、ネットワーク内の活動
を随時紙面で取り上げます。

新聞で紹介

「教育の読売」の主な取り組み
読売新聞は、子どもたちに役立つ様々な教育プログラムを展開しています。

60年以上の歴史と伝統を誇る国内最高峰の中学生の
英語スピーチコンテストです。

高円宮杯全日本
中学校英語弁論大会

ふだんの生活や学校で体験したことなど、自由なテー
マ、分量で書くことができます。

全国小・中学校
作文コンクール

理科教育に基づく中学・高校生の公募コンクールとして
1957年に創設され、国内で最も伝統があります。日本学生科学賞

1952年の創設以来、優れた業績をあげている教育者を
顕彰し、創造性に富む教育環境づくりに貢献しています。読売教育賞

与えられたテーマについて、賛成と反対の立場に分か
れ、議論の仕方を学ぶための大会を共催しています。ディベート甲子園

一般応募で集まった関東近郊の小学５年生から高校生
までが、記者となって取材、本紙上に記事を書きます。

ヨミウリ・
ジュニア・プレス

ニュースの内容をわかりやすく伝えるほか、役に立つ特
集記事や学習漫画などを掲載しています。読売KODOMO新聞

記者が千葉大教育学部の学生らと学校に出向き、記事
の書き方、インタビューの仕方などを教えます。ことばの授業

最新記事を使った小中高校生向けワークシートを毎週
水曜に無料配信しています。読売ワークシート通信

大学生が作る日本最大級の学生新聞「キャンパス・ス
コープ」の制作を援助しています。キャンパス・スコープ

良書との出会いだけでなく、プレゼンテーション力が身
に付く知的コミュニケーションゲームです。

全国高等学校
ビブリオバトル

読売中高生新聞、11月７日に創刊
ティーンの未来にかかわる社会事象から最新の
話題まで、ニュースをわかりやすく解説する中
学生、高校生向けの新聞。英語の日常会話と長
文読解を用意するほか、国語、数学、科学、社会
も週替わりで展開し、学力アップにも役立ちま
す。著名人がティーンの悩みに答えるコーナー
も。紙面連動のスマホ用アプリ「Yteen」は、今
秋にリリース予定。

ユニークな出前授業や教育に関する先駆的な
試みを発信します。学校、大学、企業で「学び」
のあり方をさぐります。

会報を発行
読売新聞のウェブサイトを活用し、教育コンテ
ンツを紹介。大学や企業のコーナーでは告知
や募集記事を掲載します。

ウェブサイト
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米
国
名
門
大
学
の
講
義
を
聴
講

し
、
英
語
で
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ

―
―
。
国
際
的
な
人
材
の
育
成
を

め
ざ
し
て
、
中
高
一
貫
の
進
学
校
、

私
立
市
川
学
園
市
川
中
学
校
・
高

等
学
校
（
千
葉
県
市
川
市
）
で
は
、

高
校
1
・
2
年
生
を
対
象
に
実
験

的
な
授
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
で
始
ま
っ
た

海
外
帰
国
生
向
け
の
「
英
語
表

現
」
の
授
業
を
の
ぞ
く
と
、
約
20

人
が
画
面
に
向
か
っ
て
い
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
動
画
は
、

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
マ
イ
ケ
ル
・

サ
ン
デ
ル
教
授
の
講
義
「
正
義
論
」。

数
百
人
の
大
学
生
を
前
に
、
教
授

は
熱
っ
ぽ
く
ベ
ン
サ
ム
や
J
・

S
・
ミ
ル
、
J
・
ロ
ッ
ク
の
哲
学

を
説
く
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
英
語

だ
。
高
校
生
た
ち
は
画
面
に
流
れ

る
英
文
字
幕
を
参
考
に
、
リ
ス
ニ

ン
グ
力
を
磨
く
。

　

授
業
後
は
、
教
授
が
提
示
し
た

問
い
へ
の
賛
否
や
そ
の
理
由
を
英

語
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
担
当

教
員
に
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
。

授
業
は
1
学
期
で
10
回
程
度
。
ハ

ー
バ
ー
ド
大
の
講
座
は
12
週
24
章

な
の
で
、
授
業
中
に
終
わ
ら
な
い

部
分
は
家
で
聞
く
。
レ
ポ
ー
ト
執

筆
も
あ
り
高
校
生
に
と
っ
て
は
か

な
り
ハ
ー
ド
だ
が
、
生
徒
は
面
白

い
と
言
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
そ
う
だ
。
最
終
試
験
に
合

格
す
れ
ば
サ
ン
デ
ル
教
授
が
サ
イ

ン
し
た
修
了
証
が
与
え
ら
れ
る
。

濃
密
な
学
習
で
「
読
む
、
書
く
、
話

す
、
聞
く
」
す
べ
て
の
英
語
力
の

底
上
げ
を
図
る
。

　

画
面
上
で
果
敢
に
質
問
す
る
米

国
の
大
学
生
の
姿
は
、
生
徒
に
と

っ
て
大
き
な
刺
激
だ
。
1
年
の
安

藤
実み
の
り

さ
ん
（
15
）
は
、「
皆
、
話
術

が
巧
み
だ
。
語ご

彙い

が
豊
富
で
表
現

も
豊
か
。
私
も
表
現
力
を
つ
け
る

た
め
、
動
画
に
出
て
き
た
知
ら
な

い
単
語
は
メ
モ
し
て
、
調
べ
る
よ

う
に
し
て
い
る
」。
同
じ
1
年
の

片
岡
拓
巳
さ
ん
（
15
）
は
「
学
生

た
ち
は
考
え
方
が
合
理
的
。
将
来
、

世
界
と
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い

の
で
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
知
っ
た
」。
英
語
に

加
え
、「
受
験
向
け
で
は
な
い
、
大

学
の
よ
う
な
探
究
型
の
学
問
に
触

れ
さ
せ
た
い
」（
宮
崎
章
校
長
）
と

い
う
目
標
は
、
実
現
し
つ
つ
あ
る

よ
う
だ
。

　

2
0
1
2
年
か
ら
動
画
を
配
信

す
る
エ
デ
ッ
ク
ス
は
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
な
ど
が
世
界
の
学
生
に
講
義

を
無
償
提
供
す
る
た
め
設
立
し
た
。

一
方
通
行
の
ビ
デ
オ
講
義
で
は
な

く
、
ウ
ェ
ブ
上
の
掲
示
板
と
連
動

し
、
受
講
し
た
感
想
を
書
き
込
ん

だ
り
、
議
論
し
た
り
で
き
、
試
験

や
修
了
証
の
発
行
も
す
る
双
方
向

型
の
シ
ス
テ
ム
。
こ
う
し
た
講
座

は
M
O
O
C
（
ム
ー
ク
＝
大
規
模

公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
）
と
呼
ば

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

空
間
や
時
間
、
経
済
的
条
件
を
超

え
て
あ
ら
ゆ
る
人
に
学
ぶ
機
会
を

提
供
す
る
試
み
だ
。

　

こ
の
動
き
に
着
目
し
た
宮
崎
校

長
は
、
希
望
者
に
よ
る
昨
秋
か
ら

の
試
験
的
実
施
を
経
て
、
今
年
度

正
式
な
授
業
と
し
て
発
足
さ
せ
た
。

M
O
O
C
を
取
り
入
れ
る
上
で
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
講
義
選
び
と
い

う
。
生
徒
た
ち
が
英
語
で
理
解
で

き
、
無
理
な
く
学
べ
る
の
は
ど
ん

な
講
義
か
。
的
確
な
選
択
に
は
教

員
側
の
情
報
収
集
が
欠
か
せ
な
い
。

「
こ
う
し
た
先
端
教
育
が
広
が
れ

ば
、
学
校
間
で
成
果
や
課
題
を
共

有
し
、
互
い
に
刺
激
し
、
磨
き
合

う
こ
と
が
で
き
る
。
読
売
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
そ
ん
な
情
報
交
換

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」。
21
世
紀

型
の
教
育
の
普
及
へ
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
果
た
す
役
割
に
期
待
を
寄

せ
る
。

ユニークな取り組み紹介学校最前線

ネットで結ぶ　世界と学ぶ

市川中学校・高等学校×MOOC

米
大
学
の
最
先
端
の
講
義
を
ネ
ッ
ト
視
聴
す
る
生
徒
た
ち

Case
Study2
NOW

ICT　立体分析もおまかせ

立命館小学校×タブレット

画
面
に
映
る
立
体
図
形
を
見
な
が
ら
積
み
木
を
組
み
立
て
る
児
童
た
ち

Case
Study1
NOW

　

教
師
は
英
語
の
み
で
授
業
を
進

め
る
た
め
、
画
像
を
使
う
こ
と
で
、

「
日
本
語
の
説
明
を
介
さ
ず
児
童

の
理
解
を
助
け
ら
れ
、
関
心
と
や

る
気
を
喚
起
で
き
る
」
と
、
三
ツ

木
由
佳
教
諭
。「
子
ど
も
に
と
っ

て
I
C
T
は
今
や
文
房
具
の
一

つ
。
将
来
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
い

て
も
必
要
に
な
る
の
で
、
今
か
ら

習
熟
さ
せ
た
い
」

　

算
数
の
授
業
で
は
、
積
み
木
を

一
定
の
規
則
で
積
み
上
げ
て
作
っ

た
立
体
の
写
真
を
示
し
、
内
部
の

様
子
を
考
え
さ
せ
た
上
で
、
実
物

の
積
み
木
を
同
じ
よ
う
に
組
み
立

て
さ
せ
た
。
最
初
は
苦
労
し
て
い

た
児
童
も
、
端
末
上
で
立
体
を
動

か
し
、
一
段
ず
つ
分
解
し
て
み
せ

る
と
、
す
ぐ
に
組
み
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
。

　

六
車
陽
一
教
諭
は
「
立
体
を
画

面
上
で
分
割
し
た
り
、
回
転
さ
せ

た
り
す
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か

み
や
す
く
、
直
感
的
に
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
る
」
と
話
す
。

　

同
校
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
本
格
的

に
導
入
し
た
の
は
昨
年
11
月
。
当

時
の
4
、
5
年
生
全
員
が
1
人
1

台
、
2
4
1
台
を
購
入
し
、
現
在

は
社
会
、
理
科
な
ど
で
も
活
用
し

て
い
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
電
子
黒
板

な
ど
の
情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）

機
器
が
教
育
現
場
に
広
が
っ
て
い

る
。
写
真
を
撮
影
し
て
そ
の
場
で

資
料
に
取
り
込
ん
だ
り
、
画
面
上

で
図
形
を
分
割
し
て
見
せ
た
り
、

デ
ジ
タ
ル
の
特
徴
を
生
か
し
た
新

し
い
学
び
の
方
法
が
生
み
出
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

　
「Let m

e introduce m
y 

friend, A
i. She　

lives in 
K

yoto.

（
ア
イ
を
紹
介
し
ま
す
。

京
都
在
住
の
子
で
す
）」

　

立
命
館
小
学
校
（
京
都
市
）
で
、

5
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
5
年
生
の

英
語
の
授
業
。
児
童
が
1
人
ず
つ

前
に
出
て
、
電
子
黒
板
に
映
し
出

さ
れ
た
級
友
の
顔
写
真
や
住
ん
で

い
る
場
所
、
得
意
な
楽
器
、
好
き

な
食
べ
物
の
画
像
な
ど
を
見
な
が

ら
、
英
語
で
紹
介
し
て
い
く
。
色

と
り
ど
り
の
こ
の
資
料
、
実
は
児

童
が
自
分
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
発
表
用
資
料

作
成
ソ
フ
ト
）
を
使
っ
て
作
成
し

た
も
の
だ
。

　

田
邉
桃も

萌も

さ
ん
（
11
）
は
「
写

真
や
絵
を
組
み
合
わ
せ
る
の
は
、

ゲ
ー
ム
み
た
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

使
い
方
を
友
達
と
教
え
合
え
る
の

も
楽
し
い
」
と
話
す
。

英
語「
日
本
語
の
説
明
い
ら
ず
」

や
る
気・関
心
を
喚
起

ハ
ー
バ
ー
ド
講
義

英
語
で
聴
き
、探
究

米
大
学
生
の
議
論

大
き
な
刺
激
に

講
義
選
び
が
カ
ギ

「
教
員
は
情
報
収
集
を
」

難
解
な
分
割
、回
転

直
感
で
わ
か
る

　

浮
田
恭
子
校
長
は
「
I
C
T
機

器
は
、
学
び
を
補
完
し
、
深
め
る

の
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
。
1
人
1
台

あ
れ
ば
、
個
別
に
物
事
を
追
究
で

き
る
」
と
話
す
。

　

I
C
T
機
器
の
導
入
は
各
地
で

進
ん
で
い
る
。
佐
賀
県
で
は
県
立

高
校
全
36
校
で
、
今
春
入
学
し
た

生
徒
か
ら
パ
ソ
コ
ン
端
末
の
所
持

を
義
務
付
け
た
。
東
京
都
で
は
、

荒
川
区
が
今
年
度
中
に
区
立
小
中

学
校
全
34
校
に
計
約
9
5
0
0
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
す
る

予
定
だ
。

　

I
C
T
機
器
は
導
入
後
に
ど
う

活
用
す
る
か
が
重
要
だ
。
体
育
で

逆
上
が
り
や
ダ
ン
ス
を
撮
影
し
て

自
分
の
動
き
を
確
認
し
た
り
、
図

版
や
画
像
を
拡
大
・
書
き
込
み
を

し
な
が
ら
議
論
し
た
り
と
、
様
々

な
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
。

　

放
送
大
学
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
中
川
一
史
教
授
（
メ
デ
ィ
ア
教

育
・
情
報
教
育
）
は
導
入
後
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、「
I
C
T
を

授
業
の
ど
こ
で
ど
う
使
う
か
の
選

択
が
重
要
。
児
童
生
徒
の
意
欲
や

関
心
を
高
め
る
、
思
考
を
深
め
る

な
ど
と
ね
ら
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

効
果
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
探
求
し
て

ほ
し
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

活
用
法
は
無
限

効
果
的
な
ポ
イ
ン
ト
探
ろ
う
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読売教育ネットワーク 参加募集
企業・団体、大学、小中高校、個人（教職員、司書など）の参加を募集します。
読売学びサポート（http://y-manabi.jp）から登録してください。

読売学びサポート 検索

読売教育ネットワーク創設記念イベント

「学び発見フォーラム」開催
当ネットワークの創設を記念して、小学校高学年から中学生とその親を対
象としたイベント「学び発見フォーラム」を今秋、東京・大手町のよみうり大
手町ホールで開催します。定員は500人。困難を乗り越えて夢を実現した
アスリート為末大さんの講演や、最先端の科学実験に参加できる東京大
学の公開授業などをお届けする予定です。

【日時】2014年10月11日（土）14:00〜
【会場】よみうり大手町ホール
　　　（読売新聞東京本社内）

【問い合わせ】読売新聞学事支援部
　　　　　　03-6739-6985（平日9:30〜17:30）

住所：東京都千代田区大手町1-7-1
最寄り駅：東京メトロ 
　　　　（千代田線、丸ノ内線、東西線、半蔵門線）
　　　　都営地下鉄（三田線）
　　　　「大手町駅」Ｃ３出口直結

地
下
鉄
大
手
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駅

地
下
鉄
千
代
田
線

地
下
鉄
丸
ノ
内
線

地下鉄
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●
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●
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●
三井生命ビル
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